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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第42期

第３四半期連結
累計期間

第43期
第３四半期連結
累計期間

第42期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年12月31日

自平成23年４月１日
至平成23年12月31日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高（千円） 25,019,58525,179,88233,334,158

経常利益（千円） 2,750,173 2,348,364 3,785,402

四半期（当期）純利益（千円） 1,557,000 1,111,666 2,080,959

四半期包括利益又は包括利益（千円） 1,279,718 711,846 1,703,497

純資産額（千円） 41,415,90039,600,76340,816,198

総資産額（千円） 44,520,08844,247,18345,123,691

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 34.48 25.80 46.21

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
34.47 25.79 46.20

自己資本比率（％） 92.5 89.0 90.0

　

回次
第42期

第３四半期連結
会計期間

第43期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成22年10月１日
至平成22年12月31日

自平成23年10月１日
至平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額（円） 12.44 9.37

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．当社は、従業員持株ESOP信託口が所有する当社株式を四半期連結財務諸表において自己株式として計上して

おります。したがって、１株当たり四半期（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額の算定にあたっては、「普通株式の期中平均株式数」から当該株式数を控除しております。

４．第42期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。
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２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

　

<システムソリューションサービス事業>

株式会社ＮＳＤテプソルを子会社化し、第１四半期連結累計期間より連結の範囲に含めております。

なお、平成23年11月21日開催の取締役会において、同社を平成23年11月30日解散、第４四半期中に清算することを

決議いたしました。

<人材派遣事業>

主要な関係会社の異動はありません。

<不動産賃貸事業>

主要な関係会社の異動はありません。

　

この結果、平成23年12月31日現在、当社グループは、当社、子会社８社及び関連会社１社により構成されております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、年度前半における大震災や台風及び電力不足等による生産

活動への影響、欧州債務危機問題による景気や金融への影響に加え、長期化する円高への対応やタイの洪水によ

る生産活動及び輸出への影響等により、引き続き見通し不透明な状況にありました。

情報サービス産業では、長期化する景気低迷や加速する国内産業の空洞化と経済のグローバル化に加え、情報

システムの所有から利用への進展等、大きな変化に直面し、厳しい経営環境が続きました。

このような状況のもと、当社グループは積極的な受注活動と新規ビジネスの推進、品質管理やプロジェクトマ

ネジメントの徹底、コストの削減等により収益の確保に努めてまいりました。

その結果、売上高につきましては前年同期比若干の増収となりました。しかしながら、利益面につきましては経

費の削減に努めたものの、一部の採算悪化プロジェクトによる影響、製品保証引当金の計上、転進支援による早期

割増退職金の計上、有価証券の評価損、税制改正・復興財源確保法による法人税率変更に伴う税金の負担増等に

より減益となりました。

　

当社グループの業績は、以下のとおりとなりました。

売上高 25,179百万円（前年同期比 0.6％増）

営業利益 2,097百万円（前年同期比18.7％減）

経常利益 2,348百万円（前年同期比14.6％減）

四半期純利益 1,111百万円（前年同期比28.6％減）

　

セグメントの業績は、以下のとおりとなりました。

①システムソリューションサービス事業

・情報サービス事業（ソフトウエア開発とコンピュータ室運営管理事業）につきましては、金融業のシステム統

合案件が概ね順調に推移し他業種の減少分をカバーしたことにより、売上高は22,773百万円（前年同期比1.4％

増）となりました。

・ソフトウエアプロダクト事業につきましては、自社製品の営業推進に努めたものの取扱い製品の見直しの影響

により、売上高は901百万円（前年同期比14.1％減）となりました。

　

②人材派遣事業

・デフレの長期化や円高進行等による景気の先行き不透明感に伴い、企業の人材派遣に対する需要は増加せず、

売上高は1,172百万円（前年同期比4.7％減）となりました。

　

③不動産賃貸事業

・賃貸不動産（元社員寮等）の戸数増と安定した入居率により、売上高は332百万円（前年同期比17.7％増）と

なりました。

　

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

（３）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は145百万円であり、システムソ

リューションサービス事業に係るものであります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成23年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 51,172,160 51,172,160
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株

計 51,172,160 51,172,160 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

当第３四半期会計期間において発行した新株予約権及び新株予約権付社債はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高
（千円）

平成23年10月１日
～

平成23年12月31日
－ 51,172 － 7,205,864 － 6,892,184

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 7,260,100

完全議決権株式（その他） 普通株式 43,825,600 438,256 －

単元未満株式 普通株式 86,460 － －

発行済株式総数  51,172,160 － －

総株主の議決権 － 438,256 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」及び「単元未満株式」の欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の

株式がそれぞれ300株（議決権３個）及び80株含まれております。

２．「単元未満株式」には自己保有株式１株が含まれております。

　

②【自己株式等】

 平成23年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）  　 　 　 　

株式会社ＮＳＤ
東京都新宿区西新
宿２丁目７番１号

7,260,100 － 7,260,100 14.18

計 － 7,260,100 － 7,260,100 14.18

（注）上記自己保有株式には、単元未満株式１株は含まれておりません。

　

　

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。なお、役職の異動は、次

のとおりであります。

　

役職の異動

新役職名 旧役職名 氏名 異動年月日

取締役執行役員　管理本部長
取締役執行役員　管理本部長　

　兼　総務部長　
前川　秀志 平成23年７月１日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内

閣府令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から

平成23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る

四半期連結財務諸表について有限責任あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 16,527,980 16,860,077

受取手形及び売掛金 7,612,410 6,633,122

商品及び製品 24,911 133,341

仕掛品 － 157,846

原材料及び貯蔵品 4,455 6,882

その他 660,530 815,232

貸倒引当金 △17,031 △15,288

流動資産合計 24,813,257 24,591,214

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,083,336 3,968,817

土地 5,061,875 5,060,504

その他（純額） 307,645 300,323

有形固定資産合計 9,452,857 9,329,645

無形固定資産

その他 193,430 235,676

無形固定資産合計 193,430 235,676

投資その他の資産

投資有価証券 6,756,687 6,102,392

その他 3,915,916 4,000,808

貸倒引当金 △8,458 △12,553

投資その他の資産合計 10,664,145 10,090,647

固定資産合計 20,310,434 19,655,969

資産合計 45,123,691 44,247,183

負債の部

流動負債

買掛金 453,404 560,112

1年内返済予定の長期借入金 166,000 332,000

未払法人税等 302,269 203,377

賞与引当金 516,890 44,276

役員賞与引当金 44,300 42,510

株主優待引当金 40,874 63,011

受注損失引当金 51,872 67,385

製品保証引当金 － 48,847

その他 1,091,155 1,825,931

流動負債合計 2,666,766 3,187,452

固定負債

長期借入金 834,000 502,000

退職給付引当金 744,068 899,257

その他 62,657 57,710

固定負債合計 1,640,726 1,458,967

負債合計 4,307,493 4,646,420
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 7,205,864 7,205,864

資本剰余金 6,892,184 6,892,184

利益剰余金 37,493,485 37,340,613

自己株式 △8,137,426 △8,801,963

株主資本合計 43,454,108 42,636,700

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △354,355 △755,926

土地再評価差額金 △2,329,768 △2,329,768

為替換算調整勘定 △168,886 △185,769

その他の包括利益累計額合計 △2,853,010 △3,271,464

新株予約権 － 1,313

少数株主持分 215,100 234,213

純資産合計 40,816,198 39,600,763

負債純資産合計 45,123,691 44,247,183
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

売上高 25,019,585 25,179,882

売上原価 20,362,245 21,021,844

売上総利益 4,657,340 4,158,037

販売費及び一般管理費

給料及び手当 801,693 885,527

賞与引当金繰入額 7,808 11,210

役員賞与引当金繰入額 47,300 42,510

福利厚生費 164,391 153,390

賃借料 337,313 245,959

減価償却費 46,730 43,343

研究開発費 17,031 145,636

株主優待引当金繰入額 23,713 26,252

その他 632,052 506,707

販売費及び一般管理費合計 2,078,035 2,060,535

営業利益 2,579,304 2,097,501

営業外収益

受取利息 59,401 74,381

受取配当金 72,710 83,465

有価証券受贈益 42,018 －

助成金収入 － 86,639

その他 24,693 24,155

営業外収益合計 198,824 268,641

営業外費用

支払利息 46 22

為替差損 13,222 5,886

支払手数料 － 8,000

和解金 9,000 －

その他 5,686 3,870

営業外費用合計 27,955 17,779

経常利益 2,750,173 2,348,364

特別利益

投資有価証券売却益 31,688 9,489

貸倒引当金戻入益 14,684 －

その他 2,236 709

特別利益合計 48,608 10,198

特別損失

段階取得に係る差損 － 44,089

投資有価証券評価損 20,823 51,210

早期割増退職金等 － 120,291

減損損失 7,856 1,371

その他 3,636 21,474

特別損失合計 32,316 238,436

税金等調整前四半期純利益 2,766,465 2,120,125
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

法人税等 1,189,678 989,825

少数株主損益調整前四半期純利益 1,576,787 1,130,300

少数株主利益 19,787 18,633

四半期純利益 1,557,000 1,111,666
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,576,787 1,130,300

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △260,239 △401,570

為替換算調整勘定 △36,829 △16,882

その他の包括利益合計 △297,068 △418,453

四半期包括利益 1,279,718 711,846

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,259,931 693,213

少数株主に係る四半期包括利益 19,787 18,633
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

(1）連結の範囲の重要な変更

第１四半期連結累計期間より、株式会社ＮＳＤテプソルを子会社化し、連結の範囲に含めております。

　

(2）持分法適用の範囲の重要な変更

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

税金費用の計算 税金費用につきましては、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半

期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

また、一部の子会社につきましては、前連結会計年度の実際実効税率を用いて計算

をしております。

　

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

（従業員持株ESOP信託に関する会計処理について）

当社は、当社グループ従業員に対する福利厚生制度の拡充を主な目的として、「従業員持株ESOP信託」制度を導入

しております。

当該制度は、当社が従業員持株会に加入する当社グループ従業員のうち一定の要件を充足する者を受益者とする

信託（以下「当該信託口」という。）を設定し、当該信託口は３年間にわたり持株信託口が取得すると見込まれる数

の当社株式を、予め定める取得可能期間内に取得し、その後、当該信託口から持株会に対し、当社株式の売却を行うも

のであります。

当該信託口に関しては、信託期間満了時に信託収益がある場合には受益者たる持株会の会員等に金銭が分配され

る他益信託という法的形式及び契約を重視し、当該信託口で所有する当社株式の処分損益については第三者に帰属

する取引として処理しておりますが、当該信託口の借入により負担する一切の債務について当社が保証しているこ

とから、当該信託口が所有する当社株式や当該信託口の資産及び負債については、自己の取引とみなして連結財務諸

表に含めて計上しております。

なお、信託期間満了時点で当該信託口に当社株価の下落による株式売却損相当額が累積し、当該相当額の借入残債

がある場合は、従業員持株ESOP信託契約に基づき当社が当該借入残債を負担することから、これに伴う費用が当社に

おいて発生します。

当第３四半期連結会計期間末において当該信託口が所有する当社株式の数及び金額は793,500株、683,509千円で

あります。
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【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第３四半期連結累計期間に係る

四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費

（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む）及びのれんの償却額は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

減価償却費 216,125千円

のれんの償却額 29,334千円

減価償却費 263,968千円

のれんの償却額 ５千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年12月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月７日
取締役会

普通株式 1,264,546 28平成22年３月31日平成22年６月７日 利益剰余金

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年12月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月11日
取締役会

普通株式 1,232,106 28平成23年３月31日平成23年６月７日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、従業員持株ESOP信託口に対する配当金32,432千円は含めておりません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 

報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

システムソ
リューション
サービス事業

人材派遣事
業

不動産賃貸
事業

計

売上高     　  

外部顧客への売上高 23,506,6201,230,359282,60525,019,585 － 25,019,585

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 243,873 18,746 262,620△262,620 －

計 23,506,6201,474,233301,35125,282,206△262,62025,019,585

セグメント利益 2,470,77135,443 72,9172,579,132 171 2,579,304

（注）１．セグメント利益の調整額171千円には、セグメント間取引消去292千円、全社費用△120千円が含まれており

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

　

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 

報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

システムソ
リューション
サービス事業

人材派遣事
業

不動産賃貸
事業

計

売上高     　  

外部顧客への売上高 23,674,5191,172,876332,48625,179,882 － 25,179,882

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 257,055 21,924 278,979△278,979 －

計 23,674,5191,429,931354,41125,458,862△278,97925,179,882

セグメント利益 1,975,09421,469 100,7582,097,322 179 2,097,501

（注）１．セグメント利益の調整額179千円には、セグメント間取引消去292千円、全社費用△112千円が含まれており

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

　

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 34円48銭 25円80銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 1,557,000 1,111,666

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 1,557,000 1,111,666

普通株式の期中平均株式数（千株） 45,162 43,088

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 34円47銭 25円79銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（千株） 11 11

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当
たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株
式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも
のの概要

─────── 新株予約権方式によるストッ

ク・オプション

(平成23年７月15日決議 670個)

（注）当第３四半期連結累計期間の「１株当たり四半期純利益金額」の算定にあたっては、従業員持株ESOP信託口が所

有する当社株式を連結財務諸表において自己株式として計上しているため、「普通株式の期中平均株式数」から

当該株式数を控除しております。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年２月13日

株式会社ＮＳＤ

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 三浦　洋輔　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 柳沼　聖一　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＮＳＤの

平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平成23

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＮＳＤ及び連結子会社の平成23年12月31日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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